第６学年１組　　道徳科学習指導案


１　主　題　名　　　法やきまりを守って（C　規則の尊重）
[bookmark: _GoBack]　　教　材　名　　　ここを走れば　　　出典：光村図書「きみがいちばんひかるとき」
２　本時の学習
（１）ね　ら　い
　　　危篤の祖父の元へ向かうときでさえ交通規則を守る父親と、それを見つめる「ぼく」の姿を通し、法やきまりを支える心をもつことの大切さについて考えさせ、法やきまりの意義を理解したうえで、進んで守ろうとする心情を育てる。
（２）準　　備
    　教　師　・・・挿絵、電子黒板、ワークシート
（３）学習過程　アンダーラインは、現職テーマに迫る手だて
	段階
	    　　学　習　活　動
	 　 ○教師の支援・留意点　◎評価

	つ
か
む
３
分
	１　きまりを破ってしまいそうなときはどんなときかを考える。　　　　 【全】
・急いでいるとき
・災害が起きたとき　　　　　
２　本時の学習課題を知る。　　  【全】
 法やきまりを守ることは、なぜ大切なのかを考えよう。

	○　きまりを破りそうなときの理由を聞きそれでも破ってよいのかを問う。
〇　きまりを破らざるを得ないような状況にある意見を板書し、視覚的に思い返しやすくしておく。　

	
追

究

す

る
３２
分
	３　ｐ１２９までの教材の読み聞かせを聞き、登場人物の様子や心情について考える。　　　　　　　　　　　　　【個】

４　「ぼく」と「父」どちらの考えに共感できるかを伝え合う。 【個→ペア→全】
・おじいさんに早く会いたい　父・ぼく
　・おじいさんは規則を破ったら悲しむ父
　・助かる命が助からないのは嫌だ　ぼく

５　ｐ１３０から教材の続きを読み、父が涙を流した時の気持ちに寄り添う。
【個→ペア→全】
　・それでも法を守ることで、誰かが助かるかもしれない　　父よりの意見
　・路側帯を走っていても、おじいさんは助からなかったかもしれない
　　　　　　　　　　　　父よりの意見
　・きまりは守ったが、後悔している。
　　　　　　　　　　　ぼくよりの意見
	○　おじいさんの人柄や「ぼく」との関係を意識できるよう、板書する。
○　電子黒板を使い、具体的な交通ルールを確かめ、状況を理解しやすくする。
○　まずは周囲の児童と意見交流をし、次に全体交流を行うことで意見に自信をもたせる。
○　友達の意見をメモしてもよいと伝える。
○　座標軸を板書し、「ぼく」と「父」どちらの意見に近い考えをもっているかを、視覚的に分かるようにする。
○　物語の最後の部分を、分けて読み聞かせることで、法やきまりを守ることがなぜ大切なのか、もう一度児童に問う。
○　おじいさんの死を目にした父が涙を流したときの「父」の気持ちを考えられるよう、「ぼく」の行動にも着目しやすく発問する。
◎　法やきまりを守ることの大切さについて友達との交流を通して考えることができたか。　　　　　　　　（発言・ワークシート）
◎　法やきまりの意義を理解することができたか。　　　　　　（発言・ワークシート）

	　ま
と
め
る
１０
分
	６　法やきまりを守ることは、なぜ大切なのか意見を述べる。　　　　【個→全】　　　　　　　　　　　　　　　
　・自分もきまりに守られている
　・自分だけでなく他の人の気持ちも大切だ
みんなが法やきまりを守るから、自分たちが守られていることがあるから大切だ。


７　教師の説話を聞く。
	○　数人の意見を取り上げ、友達の意見を聞きながら法やきまりの大切さを多角的に考えられるようにする。


○　きまりを守ることによって、他の人たちを大切にすることができたという趣旨の話をする。


（４）評　　価
　　・　法やきまりを守ることの大切さについて、友達との交流を通して、考えを深めることができたか。
・　法やきまりの意義を理解することができたか。     　　  　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 
（５）板書計画
ぼく
厳しいけど
やさしい
人に迷惑をかけるのを嫌う人
父の涙
他の車も走っている
緊急時だからいい
おじいさんの命が
最優先
早く会わないと
だけどルールは守ら
なきゃ

ルールを一人が無視し
たら、さらに事故が
起きるかもしれない
おじいちゃんは迷惑を
かけるのがきらいな
人だから、今も守る
べき

ここを走れば
　法やきまりを守ることは、なぜ大切なのかを考えよう。
きまりを破ってしまいそうなとき
・急いでいるとき
・緊急事態


　　　　　



















法やきまりを守ることは･･･
・一人だけじゃなく、みんなを守るから大切
・自分の気持ちだけではなくて、他の人も大切にしているから大切



もっと早く路側帯を
走っていれば…

これで父さんの気持ち
は守れた。でも寂しい

悲しいけれど、どちらに
しても助からなかった
かもしれない





おじいさんの挿絵


父

たおれてしまった
会えないまま亡くなる


事故じゅうたい
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